
おお宅宅のの防防災災体体制制はは万万全全でですすかか？？
防災意識を高めるための集い

第１部 外国人在住者の阪神淡路大震災直後の経験

１０月１６日(日) 午後３時～５時
交流会（レセプション/小ビュフェ（任意）） 午後５時～６．３０時

第２部 防災訓練
１０月１８日（火） 午後２時～５時

参加者 第１部、第２部ともに「申込順」で各５０人宛を受入れ。
申込期限：１０月６日（木）

開催場所 神戸レガッタ・アンド・アスレチック・クラブ（KR&AC）
神戸市中央区八幡通り２－１－２０（磯上公園内）
Tel. ０７８－２３１－２２７１
ﾎーﾑﾍ゚ー ｼ゙ www.krac.org

後 援： 兵庫県、神戸市、FMわいわい （77.8MHz）、たかとりｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀー、
関西日本ｽｴーﾃ゙ﾝ協会（JSSK）、KR&AC、神戸消防国際交流ｸﾗﾌ゙（IFC）

-----------------------------------------------------------------

第１部 外国人在住者の阪神淡路大震災直後の経験

(色々と交流を深め、情報網を構築する絶好の機会です！)

１０月１６日(日) 午後３時～５時
交流会（レセプション/小ビュフェ（任意）） 午後５時～６．３０時
（ビュフェ参加費用：大人 \1,500、子供 \500。飲物は別料金）

プログラム

３．００時 開会の挨拶。
FMわいわい（77.8MHz）社長 兼 たかとりコミュニティーセンター
専務理事・日比野純一 氏

3. 00 - 子供の体験コーナー  (3.00 – 5.00)
5. 00 （子供ｻｲｽ゙消防服の試着、写真撮影、消防車の模型を走らせるなど）



３．１０ 英語のビデオ（日本語サブタイトル付）。

地震、備え、重要な言葉、訓練、近所付合い、家族との連絡、
落合場所、一番近い避難場所、１７１番電話

３．３５ 防災意識に関する事例・体験談等の講演。

題 目： 「１９９５年阪神淡路大震災直後における外国人
在住者の状況」

講演者： 日比野純一 氏

４．００ 災害についての意識と教訓の語り「稲村の火」
（村人たちはどうやって津波を免れたか）
講演者： 東灘消防署長 兼 神戸消防国際交流ｸﾗﾌ゙（IFC）・
中谷範之 氏

４．３０ 質疑応答

５．００ 交流会（ﾚｾﾌ゚ｼｮﾝ/小ﾋ゙ｭﾌｪ）

６．３０ 終了
----------------------------------------------------------------

第２部 防災訓練 （１０月１８日(火)・午後２時～５時）

プログラム

２．００時 開会の挨拶
兵庫県産業労働部国際交流局長・丹羽 修 氏

２．０５ 消火訓練および避難訓練。１１９番への通報の仕方。
神戸市消防局中央消防署・河野氏

３．３０ 心肺蘇生（CPR）講義・実習
同・中央消防署・救急係長・大橋氏

４．４０ 災害対策に関する包括講義・質疑応答
兵庫県防災局

５．００ 終了

（注）第１部、第２部ともにプログラムは日本語を使用。英語への逐次通訳付。また、中
国語、韓国語の通訳も手配可能。その他ご希望事項があれば、お申し出下さい。


